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1
「人権の日」を実施し，日常生活

の中で生徒の人権意識の涵養を図
るように努める。

生徒アンケートで「人権の日が有意
義であった」を８０％以上にする。

達成度は８9％であり，生徒の人権
意識の涵養に一定の成果があった。

Ａ

2

「ホームルーム活動（人権）」を実
施する際に，普遍的な視点と個別
的な視点の双方から取り組み，個別
人権課題を積極的に取り扱う。

生徒アンケートで「ホームルーム活
動（人権）が有意義であった」を８０％
以上にする。

達成度は９3％であり，普遍的な視
点と個別的な視点の双方から取り組
むことができた。

Ａ

1
美馬フィールドワークを実施し，

地域の方々の思いを受けた人権研
修に取り組む。

教職員アンケートで「美馬フィール
ドワークが有意義であった」を８０％以
上にする。

達成度は９６％であり，地域の方々
の思いを一端ではあるが，感じ取るこ
とができた。

Ａ

2
人権教育に関する研究授業・研

究協議に，全職員で取り組む。

教職員アンケートで「研究授業・研
究協議が有意義であった」を８０％以
上にする。

達成度は９5％であり，研究授業・研
究協議が自分の授業に生かされた。

Ａ

3
ホームルーム活動（人権）で，担

任・副担・所属によるティームティー
チングを２回実施する。

教 職 員 ア ン ケ ー ト で 「 テ ィ ー ム
ティーチングが有意義であった」を
５０％以上にする。

本 年 度 ， 全 体 と し て の テ ィ ー ム
ティーチングは実施しなかったが，一
部では正副担任の先生で協力して実
施していたクラスもあった。

Ｂ

1
保護者や地域の方々が参加でき

る人権教育講演会や研修会を実施
する。

人権教育講演会や研修会に，保
護者や地域の方々から１０名以上の
参加を得る。

保護者に案内できる機会はあった
が日程等の整合性がとりにくく，参加
者はなかった。今後の課題である。

C

2 　異校種間交流の充実に努める。
特別支援学校にユニバーサルデ

ザインの考え方を取り入れた教具を
提供する。

異校種間交流ではないが，３年電
気科が課題研究で，災害時に避難
所で使用できる「明かりの巨樹」の作
成に取り組み，照明デザインコンテス
トで電気技術協会賞を受賞した。

Ａ

④
生徒の自主活

動の活性化を図
る。

1
美馬高校生友の会や「中・高生に

よる人権交流事業」に積極的に参加
する。

美馬高校生友の会に年間８回以上
参加する。

「中・高生による人権交流事業」西
部ブロック実行委員会及び生徒部会
に，年間６回以上参加する。

美馬高校生友の会・七の会，「中高
生による人権交流事業」など全ての
自主活動に参加することができ，人
数も増えた。また，生徒の中には役員
になり積極的に活動する者もいた。

Ａ

1

全ての教科で学習目標を明確に
し，学習内容の意義を自覚させるこ
とで，生徒が主体的に学ぶ意欲と態
度を充実させる。

生徒アンケート「主体的に授業に取
り組むことができたか」を８０％以上に
する。

職員アンケート「授業中，ＩＣＴの活
用やアクティブラーニング等による対
話的な授業の実践に努めたか」を
８０％以上にする。

生徒アンケートでは７９％の生徒が
主体的に授業に取り組むことができ
たと答えた。職員アンケートでは，８３
％が実践に努めたと回答した。

Ａ

Ａ

 生徒たちは提出物の期限を守
り，授業に真面目に取り組んで
いる。自らの進路決定に向けさ
らなる精進を期待したい。職員

2

各教科における調べ学習や読書
会等をとおして学校図書の計画的
な利活用を図り，生徒の主体的，意
欲的な学習活動や読書活動を充実
させる。

各クラス年１回以上図書室を利用
し，学習活動を行う。
　読書会を年１回以上企画する。

　達成できている。 Ａ

1
「基礎学」（朝１５分間）の時間を

計画的に実施し，基礎学力の定着・
向上を図る。

生徒アンケート「基礎学の時間は有
意義だった」を８５％以上にする。

生徒の８９％が有意義だったと答え
た。

A

2
テスト前日の家庭学習時間調査を

行う。

テスト前の家庭学習時間調査で｢平
均学習時間を対前年度１０％増（1年
生は入学当初より１０％増）｣にする。

　１年生入学時２２％増１．８h→２．２h
　２年生２％増２．３h→２．３５h
　３年生１０%減２．９h→１．８h

Ｂ

次年度への課題と今
後の改善方策

差別の実態に学ぶ
体験型の人権学習を
進めるため，次年度
も，大島青松園でハ
ンセン病回復者と生
徒・教職員・保護者の
交流会を進めていく。
特に，研修行事にお
いて，積極的に保護
者が参加できる仕組
みを考える必要があ
る。

また，美馬フィール
ドワークも継続して実
施し，地域や実態に
学ぶ教職員の研修を
深めていく。そして，
教育活動全てにおい
て，あらゆる機会をと
らえて，人権につい
て考える機会を積極
的に取り入れていく。

本校のＩＣＴ環境（電
子黒板，生徒タブレッ
ト等）を利活用した教
材 の 作 成 や デ ー タ
ベース化を推進し，
生徒の思考力・判断
力・表現力を育て，問
題解決能力を身につ
けていきたい。なお，
家庭学習のサポート
として，学びボケット
の活用を推進してい
きたい。

また，新学習指導
要領の年次進行に備
えて，新しい教育課
程の作成や評価基準
の見直しについて準
備を進めていきたい。

学
習
指
導
の
充
実

基 礎 的 ・
基本的な知
識・技能の
習 得 に 加
え，これらを
活用し，主
体的・対話
的で深い学
びを実践す
るための指
導方法の工
夫 ・改 善を
図る。

①

主体 的に 学習
に取り組み，他の
人と協働しながら
学ぶ態度を育て
る。 の電子黒板の利活用の面では工夫

と改善が進んでいる。
基礎学の時間はクラス全員で同じ

課題に取り組む貴重な学習時間と
なっている。学年毎クラス毎に資格
取得や就職試験対策に活用され，
有効に活用できている。

家庭学習時間調査は，学年末考
査が実施できなかったので，１２月
の期末テストまでの結果である。３年
生は，進路決定後に気持ちがゆる
んだのか, 家庭学習時間は少なく

なってしまった。
基礎基本となる資格検定の取得で

は電気科と商業科の一部の資格検
定において目標を達成できなかっ
たが，１年間を通して生徒たちはよく
頑張っていた。次年度の活躍を期
待したい。

難関国家資格・検定の取得では，
工業科，商業科とも目標を大きく上
回る大躍進を遂げることができた。

課題研究の自己評価では，学ん
だ知識や技術を活かして，仲間と協
働しながら課題の解決に取り組めた
ことが高い満足度につながってい
る。

各科の地域貢献活動において，
工業科では洲本城ジオラマ製作を
行った。商業科では，地域の製材所
と連携し巨樹王国ツアー等を行い，
ビジネスアイデアコンテストで優秀賞
を受賞した。

アロマ６次産業化プロデュース事
業は，各科の特色を活かした取組を
行った。地域の方に役立つことがで
きたという実感を得たことが生徒の
自己有用感向上につながったと受
け止めている。

②
基礎的・基本的

な知識・技能を確
実に定着させる。

　昨年度の提言が
活かされ，今までの
事に加えて新しい挑
戦がなされており，生
徒も主体的に取り組
めている。工業と商業
が連携した学習や，
各種資格取得は，本
校教育の根幹のこと
であり，十分な成果を
あげられている。

また電子黒板の利
用が促進され，生徒
にとってわかりやすい
授業が展開できてい
るように感じる。

難関資格では，電
験３種では２名の合
格者，全商３種目１級

人
権
教
育
の
推
進

全ての教
育活動を通
じ て ， 人権
尊重を柱に
すえた教育
活動を推進
する。

①
生徒 の自立と

自己実現を図る。
Ａ

積極的に人権教育
が行われていると感
じられる。これからも
人権意識高揚に努め
てほしい。
保 護 者 や 地 域 の

方々が参加できる人
権教育講演会や研
修会を実施するにあ
たり，参加率をあげる
には具体的な改善策
を吟味する必要があ
る。保護者は，平日
行う行事に毎年参加
するのは困難だとし
ても，３年間で１度だ
けでも，行事に参加
してもらえるよう呼び
かけを行うなどの方
法もあるのではない
か。

地域との連携を深
め る 事 は 大 切 な の
で，引き続き，ホーム
ペ ー ジ 等 を 利 用 し
て，保護者や地域の
方々の参加がしやす
い環境作りを行って
欲しい。

②
教職員研修の

充実を図る。

「人権の日」と「ホームルーム活
動（人権）」に対する生徒の評価は，
いずれも評価指標を達成できた。

大島青松園訪問・美馬フィールﾄﾞ
ワークやその他の教職員研修の評
価も評価指標を達成できた。この結
果を受け，本校の人権教育６年目
は，評価指標のとおり達成できた。
ただし，人権関係の行事対する保
護者の参加が実現しなかったことが
残念であり，次年度の課題である。

③
学校・家庭・地

域の連携の推進
を図る。
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各学科で基礎・基本となる資格検
定を設定し，１年次において取得率
８５％以上にする。

　（電）第２種電気工事士　１００％
　（電）工事担任者ＤＤ３種　71％
　（機）計算技術検定３級　１００％
　（建）計算技術検定３級　１００％
　（商）全商３級５種目　　　　６４％
　（地）電卓検定３級及び
　　　　ビジネス検定３級　９５．８％

Ａ

では１３名の資格取
得者を出すなど大変
素晴らしい成績を上
げている。引き続き頑
張ってほしい。

難関国家資格・検定試験の受験
を奨励し，地域社会の発展に貢献
できる技術者の育成を目指す。

　第三種電気主任技術者試験合格
  　１名以上
　ジュニアマイスターゴールド取
　得
　　３名以上
　２級土木施工技術者試験合格
 　 １名以上
　２級建築施工技術者試験合格
　　１名以上
　全商３種目１級資格取得
　　５名以上

　第三種電気主任技術者試験合格
　　　２名
　ジュニアマイスターゴールド取得
　　　８名，
　ジュニアマイスター特別賞受賞
　　　１名
　２級土木施工技術者試験合格
　　　４名
　２級建築施工技術試験合格
　　　４名
　全商３種目１級資格取得
　　１３名

Ａ

学習の成果を各科の発表会や課
題研究概要集の形で発表し，生徒の
自己評価シートによる目標達成度を
８５％以上にする。

３年生の９１％が課題の解決に向け
主体的に学習に取り組めたと回答し
た。

Ａ

各科の専門を生かした地域貢献活
動に取り組み，生徒の自己評価シー
トによる目標達成度８５％以上にす
る。

　地域貢献活動に取り組んだ生徒の
９０％が目標を達成したと回答した。 Ａ

1
進路に関するHR活動及び，進路

相談を計画的に実施する。

生徒・保護者アンケート回答での
「進路指導が役に立っている」の評価
を８５％以上にする。

生徒の９2％，保護者の93％が「役
に立っている」と回答している。

Ａ Ａ

2
進路説明会・進路通信をとおし

て，生徒・保護者に進路情報を提供
する。

進路説明会と進路通信を，年３回
以上発行する。

　進路説明会を開催した。
　進路通信を，年３回発行した。

Ａ

1
三者面談や個別指導などをとおし

て，生徒・保護者の希望・適性に応
じた進路指導を実施する。

「希望・適性に合った進路決定が
できた」の生徒アンケート回答を８５％
以上にする。

生徒の９６％が，「自分の進路結果
に満足している」と回答している。

Ａ

2
ＳＰＩなど，学力試験の変化に対応

した，模擬試験を実施する。
 　就職試験（1次）での内定率を
８０％以上にする。

 　就職試験（１次）での内定率は,
９5.0％であった。

Ａ

③
進 路 開 拓 を 推

進し，進路先の確
保に努める。

1
企業訪問を実施し，就職求人数

を確保する。
訪問企業数を８０社以上，求人数

を３００人以上にする。
　訪問企業数は８１社で，求人数は
１,６００人以上であった。

Ａ

本校のＩＣＴ環境（電
子黒板，生徒タブレッ
ト等）を利活用した教
材 の 作 成 や デ ー タ
ベース化を推進し，
生徒の思考力・判断
力・表現力を育て，問
題解決能力を身につ
けていきたい。なお，
家庭学習のサポート
として，学びボケット
の活用を推進してい
きたい。

また，新学習指導
要領の年次進行に備
えて，新しい教育課
程の作成や評価基準
の見直しについて準
備を進めていきたい。

キャリア教育を１年
時より継続的に実施
し，自分らしい生き方
を実現するための力
を 育 成 し て い く 。 ま
た，インターンシップ
を奨励し，職業観・勤
労観の充実に繋げて
いく。

企業選択時のミス
マッチを可能な限り
少なくできるよう，進
路に関する情報を積
極的に発信し，生徒・
保護者の進路選択に
役立てるように努め
る。

学
習
指
導
の
充
実

基 礎 的 ・
基本的な知
識・技能の
習 得 に 加
え，これらを
活用し，主
体的・対話
的で深い学
びを実践す
るための指
導方法の工
夫 ・改 善を
図る。

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

生徒一人
一人の社会
的・職業的
自 立 に 向
け，その基
盤となる能
力や態度を
育成する。

①

自己の特性を
理解させ，自らの
あり方・生き方を
考えさせる進路指
導の充実を図る。

地域の人たちから
は，進路指導がしっ
かりとしている学校と
いう印象である。生徒
一人一人の進路実現
に向けて，引き続き，
きめ細かな指導に取
り組んでほしい。

現在，大学生はコロ
ナウイルスの影響もあ
り，内定取り消しが出
たりしている。経済状
態を勘案しても高校
生にとっても，来年度
は就職が困難になる
とも考えられるので，
来年度はさらに進路
指導の充実に努力し
てほしい。

就職希望者全員が内定を得る
ことができたのは，旧２校をは
じめ，つるぎ高校の卒業生が全
国各地で長年に渡って活躍され
ているお陰である。しかし，そ
の背景には長年に渡り保護者・
生徒・教職員が一丸となって
営々と築いてきた本校の教育実
績がある。

また進学についても，個別指
導に重点を置いた，生徒個々の
実力に見合ったきめ細かい指導
の結果，ほぼ希望した大学等に
進学できた。

②

望 ま し い 勤労
観・職業観を育成
し，生徒の希望・
能力・適性に応じ
た，進路の実現を
図る。

の電子黒板の利活用の面では工夫
と改善が進んでいる。

基礎学の時間はクラス全員で同じ
課題に取り組む貴重な学習時間と
なっている。学年毎クラス毎に資格
取得や就職試験対策に活用され，
有効に活用できている。

家庭学習時間調査は，学年末考
査が実施できなかったので，１２月
の期末テストまでの結果である。３年
生は，進路決定後に気持ちがゆる
んだのか, 家庭学習時間は少なく

なってしまった。
基礎基本となる資格検定の取得で

は電気科と商業科の一部の資格検
定において目標を達成できなかっ
たが，１年間を通して生徒たちはよく
頑張っていた。次年度の活躍を期
待したい。

難関国家資格・検定の取得では，
工業科，商業科とも目標を大きく上
回る大躍進を遂げることができた。

課題研究の自己評価では，学ん
だ知識や技術を活かして，仲間と協
働しながら課題の解決に取り組めた
ことが高い満足度につながってい
る。

各科の地域貢献活動において，
工業科では洲本城ジオラマ製作を
行った。商業科では，地域の製材所
と連携し巨樹王国ツアー等を行い，
ビジネスアイデアコンテストで優秀賞
を受賞した。

アロマ６次産業化プロデュース事
業は，各科の特色を活かした取組を
行った。地域の方に役立つことがで
きたという実感を得たことが生徒の
自己有用感向上につながったと受
け止めている。

③

知識・技能を活
用して，課題の解
決を目指し，自分
の考えを表現す
る態度を育む。

1

各種資格の学習をとおして，知識
技能を身に付けるための学習方法
を習得するとともに，自らの職業意
識を高め，進路の方向性を見いだ
す力を養う。

2

工業と商業が連携して，地域の資
源を生かした教育活動に取り組むと
ともに，その成果を機会を捉えて県
内外に発信する。

2



徳島県立つるぎ高等学校

全体レベル

次年度への課題と今
後の改善方策

令和元年度　学校評価表

重
点
課
題

重点目標

活動計画 評価指標
評価指標による達成度と

活動計画の実施状況
評定 総合評価及び所見 学校関係者の意見

下位組織レベル

1
服装・頭髪検査に合格しない生

徒には保護者と協力し粘り強く指導
を行う。

　 頭髪服装検査を年１０回以上行う。
評価指標どおり年１１回実施した。

チェックを受けた者は再検査を徹底
し，全員合格した。

Ａ Ａ

2
遅刻過多の生徒については保護

者と綿密な連携を行い指導する。
遅刻者０名の日を年間６０日以上に

する。

目標日数は達成した。保護者との
連携，登下校指導などの効果が見ら
れた。

Ａ

1
ＪＲ貞光駅から校門までの交通危

険箇所での立哨指導を行う。特に下
校時の巡視を徹底する。

   登校下校の立哨指導を授業日の
９５％以上行う。

立哨指導を１００％実施できた。特
に駅から通学路，踏切，校門までの
登下校指導は徹底できた。

Ａ

2
通学別集会を各学期毎に行い，

マナー・モラル向上を意識し，登下
校ができるように指導する。

交通安全行事(通学別集会・交通
安全講習他)を年５回以上実施する。

1，2年生は7回，3年生は8回実施し
た。交通事故及び関連指導も０件で
あった。

Ａ

1
各課において道徳教育の目標を

定め，道徳的な心情，判断力，実践
意欲と態度などの道徳性を養う。

各課・各学年において，それぞれ
具体的な取組を行う。

全校集会或いは学年集会時に徹
底した指導ができた。

Ａ

2
　無記名による調査を実施し，暴力・
いじめにつながる行動などを把握し
対応する。

暴力・いじめ等に関する無記名調
査を年３回実施する。

評価指標どおり３回実施できた。各
学期に実施することができ，職員会
議で共通理解を図り，ＨＲ担任との連
携を密にとり対応できた。

Ａ

3

携帯・スマホを適切に使用するた
め，全校・学年集会において常に注
意喚起を促す。有害サイトへのアク
セス，誹謗中傷などマナー・モラル
に反する書き込みをしないよう指導
を徹底する。

携帯・スマホ安全教室（講演）を年２
回以上実施する。

評価指標どおり（４月：県警,１２月：
NTTドコモ(株)）年２回実施できた。マ
ナー・トラブル対処法などについて学
習できた。

Ａ

1
主権者教育を推進する上で，教員

が留意すべきことについての共通理
解を図るための研修を行う。

主権者教育に関する研修を，年２
回実施する。

  主権者教育に関する研修を，２回以
上実施できた。

Ａ Ｂ

2

政治の仕組みや知識の習得だけ
でなく，主権者として自覚し，他者と
連携・共同しながら地域の課題解決
を主体的に担うことができる力を身
につけさせる。

各教科・HRで主権者教育に関する
授業を実施し，アンケートにおける理
解度を６５％以上にする。

ＨＲでは，主権者教育を実施できた
が，各教科においては，あまり実施で
きなかった。

Ｂ

1
自立した消費者をめざし，消費者

の権利と責任を理解し，消費者問題
に取り組む姿勢を養う。

消費者教育に関する授業を実施
し，アンケートにおける理解度を９０％
以上にする。

⒉年生全クラスを対象に消費者庁
作成教材「社会への扉」を活用した授
業を行った。

Ｂ

2
企業の社会的役割やソーシャル

マーケティングを学習し，消費者教
育の充実を図る。

消費者教育に関する授業を年１回実
施する。

消費者教育に関する授業は，⒉年
生を対象に年1回実施した。

Ａ

暴力いじめについ
ての指導も引き続き
取り組み，登下校時、
校内外の巡視及び各
学期の被害調査等を
通し，問題行動の未
然防止と早期発見に
努める。通学途中の
マナー・モラルの指
導は，集会等をとおし
て指導し，通学経路
や危険箇所等での立
哨も併せて継続して
取り組んでいく。

ＳＮＳは正しいルー
ルでスマホを使用す
ることについて，外部
から講師を招聘し，
講演会を開催するこ
とをはじめ，全校集
会，学年集会，ＨＲ活
動等あらゆる機会を
捉えて指導していく。

登下校時の交通安
全については，無事
故・無違反を目標に，
あらゆる機会を捉え
ルール，マナーの遵
守 を 徹 底 し 指 導 す
る。また警察とも連携
を密にとりながら指導
の 強 化 に 努 め て い
く。

教職員に主権者教
育 の 研 修 を 適 宜 行
い，共通理解を図る。

主権者教育に関す
る授業を計画的に実
施し，社会において
消費者として主体的
に判断し責任を持っ
て行動できる能力を
育むことを目標とする

消費者教育に関す
る授業を計画的に実
施し，社会において
消費者として主体的
に判断し責任を持っ
て行動できる能力を
育むことを目標とす
る。

主
権
者
教
育
・
消
費
者
教
育
の
推
進

政治や選
挙制度に対
する理解や
参加意識を
高め ，自ら
考 え ， 自 ら
判断する主
権者を育成
する教育の
充 実 を 図
る。

環境や社
会に配慮し
た消費者教
育の充実を
図 り ， 主 体
的に取り組
む態度を育
成する。

①

政治や選挙制
度に対する理解
や参加意識を高
め，自ら考え，自
ら判断 する 主権
者を育成する教
育の充実を図る。

主権者教育を進め
ることで，地域の課題
を自ら考え，みんなと
協力して主体的に解
決できる能力を育ん
で欲しい。

２０２２年には，成人
年 齢 が 引 下 げ ら れ
る。高校の成人教育
にも期待がかかるの
で，政治への関心が
高まるように，投票率
が上がるように，若者
の育成に努めてほし
い。

消費者庁作成教材「社会への扉」
を活用した授業を行い，社会におい
て消費者として主体的に判断し，責
任を持って行動できる力の育成を目
的とした。「学んだことを今後の生活
の中で役立てるか」のアンケートで
は，「少しできる」も含め「できる」と答
えた者が７３．９％だった。

②

持続 可能 な生
産と消費を重視し
た活動において，
主体的 に取り組
む態度を育成す
る 教育 の充実を
図る。

生
徒
指
導
の
充
実

学校の教
育 活 動 全
体を通じて
道徳教育を
展開し，暴
力 ・ い じ め
のない良好
な人間関係
づ く り と 安
全・安心な
学 校 づ く り
に努める。

①
基本的生活習

慣を育成する。

　日頃の先生方の地
道 な 指 導 の お か げ
で ， 生 徒 は 全 体 的
に，校内外を問わず
明るく挨拶ができ，服
装・頭髪なとの身だし
なみもきちんとできる
と，地域の方々からの
評価は高い。

ＳＮＳやインターネッ
トに関するトラブルに
ついては，十分気を
つけて指導を行えて
おり，成果も出てい
る。生徒にとってスマ
ホは身近なものであ
り，今後トラブルに巻
き込まれる可能性も
あるので，引き続き，
情報モラルなどの指
導を行って欲しい。

重大事故は注意し
ていても起こる可能
性が潜んでいる。危
険を回避できる能力
の 育 成 が 大 切 で あ
り，今後も安全教育
の充実に努めてほし
い。

月１回の全校集会で服装・頭髪検
査を実施した。校内外での生活指
導も徹底し，自他の生命の尊重を特
に重視し，非行防止に努めた。特に
列車通学生の乗降及び列車内での
マナー等の指導を徹底した。

交通危険箇所での立哨指導をは
じめ，毎朝校門前での挨拶の励行
など登校指導を行った。各学期に通
学別集会，考査期間中の列車指
導，警察署等関係機関からの交通
安全に関わる講演・講習会を実施
し，自転車・原付バイク及び徒歩通
学者の交通マナーを呼びかけた。
その結果、重大事故に巻き込まれる
ことなく，交通事故件数も０件であっ
た。

本年度も携帯電話のマナーや安
全に安心して使用する環境づくりの
ために，年２回（４月，１１月）講師の
先生をお呼びし講演会を実施した。
犯罪被害に巻き込まれないよう，マ
ナー・モラルについて講演いただ
き，生徒・教員ともに有意義な講演
会であった。

②

交通安全意識
の高揚と交通安
全マナーの向上
をめざし，交通安
全教育の推進を
図る。

③

良好 な対 人関
係を構築できる社
会性を育成し，暴
力いじめ等重大
な人権侵害を未
然に防止する態
勢を整える。
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徳島県立つるぎ高等学校

全体レベル

次年度への課題と今
後の改善方策

令和元年度　学校評価表

重
点
課
題

重点目標

活動計画 評価指標
評価指標による達成度と

活動計画の実施状況
評定 総合評価及び所見 学校関係者の意見

下位組織レベル

1
生徒会新聞の発行とホームページ

の更新を適宜行う。
生徒及び職員の生徒会活動に対

する満足度を９０％以上にする。

生徒会新聞の発行とＨＰの更新も
適宜行った。また満足度は，生徒が
９２％，職員が１００％であった。

Ａ Ａ

2
生徒会役員を中心とした挨拶運動

を実施する。
　挨拶運動を毎月１回実施する。   評価指標どおり毎月１回実施した。 Ａ

②
各 種 委 員 会を

活性化させる。
1

各種委員会が主体となった学校行
事を実施する。

生徒及び職員の学校行事に対する
満足度を９０％以上にする。

  満足度は生徒が９６％で，職員が
１００％であった。

Ａ

③
部活 動への入

部率及び継続率
を向上させる。

1
部活動入部までの放課後の時間

(見学できる時間）を確保する。

　部活動入部率・継続率の向上
（入部率は９０％以上，１年間継続率
は９５％以上）

部活導入部率が９6％，１年間継続
率が９５％であった。

Ａ

④

部の 活動 に奉
仕活動を加え，豊
かな人間性の育
成に努める。

1
各部活動が自主的に奉仕活動を

実施する。
５部以上の部活動が奉仕活動を実

施する。

ＪＲＣ部，ラグビー部，サッカー部，ソ
フトテニス部，バスケットボール部，レ
スリング部などが奉仕活動を実施し
た。

Ａ

1
特別支援教育に関する職員研修

会を実施する。
　職員研修会を年２回行う。

「生徒理解のための職員会議」「心
肺蘇生法とエピペン実技講習」を実
施し，研修を深めた。

Ｂ Ａ

2
支援が必要な生徒には，個別の

支援計画を立て，カウンセラーや専
門機関と連携して支援を行う。

支援が必要な生徒に，個別の支援
計画を立てる。

今年度，個別の支援計画が必要な
生徒はいなかった。教育相談便りを
年２回発行し，教育相談の案内を広
報した。

Ａ

1
一人一人の生徒への声かけや定

期的な個人面談による教育相談を
行う。

生徒保健委員会を毎月開催すると
ともに，保健だよりを毎月発行し，保
健に関する啓発活動を行う。

保健委員会は毎月開催，保健だよ
りは毎月発行した。保健室において，
個人面談による教育相談を行った。

Ａ

2
生徒一人一人の心身の状況を把

握するために「悩み・心配事」の調
査を行う。

「悩み・心配事」の調査を年２回実
施する。

評価指標どおり年２回実施し，調査
結果を教職員に報告し，情報の共有
化を図った。

Ａ

①
環境問題学習

の一層 の推進と
啓発を進める。

1

環境保全活動啓発ポスターの作
成・掲示を行うことにより，省エネ・エ
コ意識を高揚させ，節電・節水に努
める。

エアコンの運転を，室内温度を観察
しながら適切に行う。プルタブ，ペット
ボトルキャップの回収を徹底する。

あまり節約はできなかった。電力使
用状況の可視化が必要。灯油の使
用の適正化に注意が必要である。

Ｂ Ａ

1
全職員による毎日の清掃指導を

実施し，教室の清掃を徹底的に行
い，清潔な学習環境を作る。

職員及び生徒の実施できている自
己評価を９５％以上にする。

　達成できた。 Ａ

2
生徒が利用している校外の施設

等清掃活動を行い，地域の環境美
化に努める。

年１回以上，貞光駅や吉野川周辺
の清掃活動を行う。

実施できた。質の向上にも努めた
い。

Ａ

1 　防災訓練を実施する。
火災を想定した防災訓練とＡＥＤ

講習会を行う。
実施できた。質の向上にも努めた

い。
Ａ

2 　ＡＥＤ講習会を実施する。
職員アンケート「ＡＥＤを使用でき

る」を９５％以上にする。
　達成できた。 Ａ

礼儀正しい挨拶は，
近隣の方々や来校さ
れる方々からも，褒め
ていただいている。引
き続き挨拶運動に努
めていく。

本年度は，全国大
会に出場する部が多
く，学校全体が活気
づいた。引き続き部
活動の活性化に繋が
るように努めたい。ま
た，部活動の入部率
向上のために，さらに
努力していく。

清掃活動は継続し
て続けていき，周辺
地域に貢献していく。
来年度以降も実施す
る。

特別支援教育の研
修を充実させ，全教
職員の理解を深め教
育力向上を図ってい
く。また，様々な支援
事業や発達障がい者
支援センターアイリス
等の機関と連携を深
め，要支援時にすば
やく対応できる体制
を構築していく。全職
員を対象に心肺蘇生
法とエピペン実技講
習会を実施し，緊急
事態時に対応できる
ようにする。
　エネルギー教育に
ついて，どのような切
迫した課題があるの
かを具体的な機会を
設定しながら取り組
む必要がある。

清掃活動について
は，地域清掃の取組
をさらに充実させた
い。

防災教育について
は，マンネリ化してお
り，工夫を凝らし新た
な訓練等考えなけれ
ばならない状況であり
質の向上に努める。

環
境
・
防
災
・
安
全
教
育
の
推
進

環境問題
への意識高
揚と環境学
習の推進を
図る。

防災教育
を 推 進 し ，
災 害 発 生
時の支援活
動等の実践
力を育成す
る。

エネルギー教育を
進めるにあたり，持続
可能な社会の構築に
向けての考えも視野
に入れた教育を，今
後も推進して欲しいし
い。しかし，省エネの
数字を追いすぎず，
生徒の教育環境を整
えて生徒の体調を基
準とする判断での節
電を心がけてくださ
い。

自らの判断で命を
守るとともに他者と助
け合う力の育成に向
け，工夫を凝らした防
災教育を今後も継続
して欲しい。

②
校内・校外清掃

の活性化を図る。

エネルギー教育は成果が見えや
すいので,達成度がよくわかり,一層
の教育の充実を図っていきたい。清
掃活動はよく協力して行えている。
ＡＥＤ使用については「できる」「お
おむねできる」合わせて９６％であ
る。防災教育に関しては出来ている
が，質を向上させることが必要であ
る。

③
防災・安全教育

を推進する。

教
育
相
談
・
特
別
支
援
教
育
の
推
進

学校全体
での組織的
支 援 体 制
及 び 関 連
機関との連
携による支
援体制の充
実を図る。

①
一人一人に応じ

た特別支援教育
の推進を図る。

本年度，個別の支
援計画が必要な生徒
はいなかったようだ
が，今後は支援を要
する生徒が入学して
くることは十分にある
ので，引き続き，全職
員の支援教育の研修
を深めるように努力し
て欲しい。本年度実
施した帰国生徒の日
本語指導，エピペン
実技講習など，生徒
個々に対応したきめ
細かな取組は，引き
続き行って欲しい。

全職員を対象に「心肺蘇生法とエ
ピペン実技講習会」を実施した。ま
た，発達障がい者支援センターアイ
リスの方に文化祭に参加していただ
き，広報活動と相談の場を持った。
個々の対象生徒に対しては，関係
職員が情報の共有化を図り，連携を
密にして指導することができた。

②
教育相談活動の

一層の充実を図
る。

特
別
活
動
の
充
実

学校行事
や 生 徒 会
活動の充実
を図り，ボラ
ン テ ィ ア 活
動等の機会
を取り入れ
る こ と に よ
り ， 豊 か な
人間性を育
成する。

部活動の
充実・活性
化 に よ り ，
心身両面に
おける成長
を図るととも
に，団結力
や協調性を
育成する。

①

生徒 会活動に
ついての積極的
広報と生徒会活
動への理解と協
力を促す。

新聞紙上やニュー
スで体育部，文化部
などの活躍をよく目に
しており，大変素晴ら
しいと感じている。ま
た，コロナウイルスの
影響で，現在部活動
が全面的に禁止され
ており，全国選抜大
会に出場を決めてい
た３部（ソフトテニス
部，少林寺拳法部，
レスリング部）の生徒
も悲しんでいるだろう
けども，気持ちを切り
替 え て 次 大 会 で 頑
張って欲しい。

部活動は限られた時間の中で，
各部練習方法などを工夫して成果
を上げている。

生徒会・部活動の活動も校内はも
とより，貞光駅清掃や吉野川河川敷
等の環境美化活動を定期的に行う
ことにより，地域の方から好感を持た
れるとともに，生徒の豊かな人間性
の育成の一翼を担っている。
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徳島県立つるぎ高等学校

全体レベル

次年度への課題と今
後の改善方策

令和元年度　学校評価表

重
点
課
題

重点目標

活動計画 評価指標
評価指標による達成度と

活動計画の実施状況
評定 総合評価及び所見 学校関係者の意見

下位組織レベル

1
ホームページを利用して，行事な

ど生徒の活動や各種情報を発信す
る。

ホームページを更新し，最新情報
を提供する。（更新回数７０回以上）

ホームページは８０回以上の更新を
行った。(３月４日現在)

Ａ Ａ

2
マスメディア等を通じて，学校情報

を積極的に発信する。
徳島新聞，四国放送，NHK等に資

料提供を積極的に行う。

徳島新聞等に５９回，テレビ，ラジオ
にも複数回取り上げられ，本校生徒
の活躍が紹介された。

Ａ

1
ＰＴＡ総会・役員会の活性化を図

り，参加率を向上させる。
役員会４０％以上，総会３０％以上

の参加を得る。
役員会は３０．３％,総会は２４.８％

（近年では高率）の参加であった｡
Ｂ

2
体育祭等の行事で，ＰＴＡ家庭教

育研修部による模擬店や展示を実
施する。

体育祭等の行事において, ＰＴＡ家
庭教育研修部役員の参加率５０％以
上を得る。

　ＰＴＡ役員の参加率は７５％であり,
ＰＴＡ役員以外の保護者も多数参加
していただいた。

Ａ

1 　中学生体験学習の充実を図る。
参加者アンケートにおいて「満足

度」を９０％以上にする。

参加中学生の９６％が満足したと答
えた。参加者のうち，今の時点で本校
へ進学したいと答えた者は５１％で
あったため，本校を知る良い機会と
なった。

Ａ

2
中学校への進学説明会を充実す

る。
一般選抜の願書受付時点で，前

年度以上の出願者数にする。

１１月の時点で全体の定員に対し，
－２名の進学希望があった。出願時
には，電気科で－１０名，他学科は±
０となった。電気は－１４→－１０

Ｂ

3 　オープンスクールの充実を図る。
参加者アンケートにおいて「満足

度」を９０％以上にする。
中学生は２６名の参加があり，満足

度は１００％であった。
Ａ

①
行政 機関との

連携強化を図る。
1

つるぎ町及び美馬市と連携した
地域貢献活動を推進する。

つるぎ町や美馬市のイベントに参
加し，地域のＰＲ活動を行う。

うだつの町並みの吉田家住宅と道
の駅貞光ゆうゆう館で「和傘と光のコ
ラボレーション」を行った。また，LED
の展示や世界農業遺産のPR動画の
上映などを行った。

Ａ Ａ

1
企業と連携した地域貢献活動を

推進する。

美馬交流館と協力し，「みまから」
の生産や販売に関する新しいアイデ
アを提案する。

日之出本店と連携し，ヤフーショッ
ピングで「みまから」を使った商品「み
まからサックリーフ」等のインターネッ
トショップを開設・販売した。

Ａ

2
販売実習・インターンシップ等を

積極的に行い，職業・勤労意識を高
める。

販売実習・インターシップ参加生徒
の満足度を８５％以上にする。

　販売実習１０名・インターンシップ
１９社６８名が積極的に参加した。参
加者の満足度は１００％である。

Ａ

③
地域との連携強

化を図る。
1

商品開発・伝統工芸の継承や観
光振興を地域と連携し活動を推進
する。

「みまから」を使った商品開発，和紙
を使った和傘作りや藍染体験を行う。

「みまから」を活用したを「みまから
揚げパン」を考案、販売した。また，
美馬和傘の制作も行った。

Ａ

ＰＴＡ活動では ,総
会や役員会での出席
率・参加率向上のた
め機会を捉えて啓発
を行う。
生徒募集の面では，

進学説明会，中学生
体験入学，オープン
スクール等を通じてＰ
Ｒ活動を充実させて
いきたい。

「 6 次 産 業 化 プ ロ
デュース事業」で，精
油抽出機製作・精油
スプレー作りから販売
までの一連の活動が
成されたが，来年度
はさらに販売の工夫
を懲らすなど，活動を
継続していきたい。ま
た，和傘や美馬から
商品のPR強化に向け
ても取り組んでいきた
い。

美馬地域の特産物
のPRに加え， ICT技
術を駆使し，地域の
魅力を発信していく。

地
域
と
連
携
し
た
専
門
教
育
の
充
実

６ 次 産 業
化に向けた
取組等によ
り ， 地 域 貢
献につなが
る実践力を
育成する。

地域と連携した取
組が，本年度も新聞
等のマスコミに多く取
り上げられており，教
員・生徒の努力を広
報に繋がっているの
で，引き続き続けて
いって欲しい。特に，
ドローン講習会開催
やドローン撮影，イン
ターネットショップ，ア
ロマスプレーなど新し
い試みも見られ，今
後と連携し地域の特
色を活かした取組に
期待する。

②
企業との連携強

化を図る。

 「みまからトウガラシの６次産業
化」や「美馬和傘制作」の活動，各
種のイベントにおいて特産品の販売
実習を行う等，関連した行政機関や
地域，企業との連携を行い，地域の
ＰＲ活動をグローバルに展開し，地
域に貢献することができた。

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進

保護者や
地域社会と
の連携を密
にし ，学校
教 育 活 動
全 体 に わ
たって地域
の教育力を
生 か す と と
も に ， ホ ー
ムページ等
を活用し積
極的に情報
発 信 を 行
う。

情 報 発 信 を 積
極的に行う。

生 徒 の 活 躍 を ，
様々なメディアを活用
して，今後も積極的
に情報発信に努め，
地域に密着した学校
であって欲しい。

来年度入学生の入
試状況を見ると，電
気科が非常に生徒集
めに苦慮している。
西部の人口減も大き
な要因の一つと思う
が，学校のPR活動も
今まで以上に頑張っ
て欲しい。

学校の特色を活か
した取組や地域との
連携による取組を推
進することは，学校や
地域の活性化にも繋
がると思うので，今後
も工夫を凝らして積
極的に取り組んで欲
しい。

ＰＴＡ総会,役員会,体育祭，
ＰＴＡ研修会（研修旅行）等の
各行事において多くの保護者の
参加協力をいただいた。体育祭
では昨年度に続き県内の障がい
者支援施設と連携を図りＰＴＡ
バザーを行い好評であった。ま
たＰＴＡで揃いのＴシャツを作
成した。こちらもたいへん好評
あった。ＰＴＡ研修会では４０
名の方の参加をいただいた。

中学生体験入学やオープンス
クールは大変好評で，中学校進
学説明会でも熱心に話を聞いて
くれており，手応えを感じてい
る。一般選抜の出願者数は大変
厳しい結果となった。県西部の
急速な少子化や普通科志向を背
景として今後も苦戦が予想され
る。

②
ＰＴＡ活動の活

性化を図る。

③
中学校との連携

を図る。
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徳島県立つるぎ高等学校

全体レベル

次年度への課題と今
後の改善方策

令和元年度　学校評価表

重
点
課
題

重点目標

活動計画 評価指標
評価指標による達成度と

活動計画の実施状況
評定 総合評価及び所見 学校関係者の意見

下位組織レベル

1
３年間の資格・検定取得指導体

制を取り，全校生徒が複数の資格・
検定を取得する。

　工業学会優秀生徒表彰(資格)を
７５％以上にする。

全国商業高等学校協会主催の検
定３種目以上１級取得者を１０％以上
にする。

他科の資格･検定取得者数を１０名
以上にする。

　工業学会優秀生徒表彰は１２２名中
９０名で７３．８％となった。

全国商業高等学校協会主催検定３
種目以上１級合格者は、２２．７％で
あった。他科の資格・検定取得者は５
名であった。

Ａ Ａ

2

競技用ロボット・マイコンカーラ
リー・ものづくりコンテスト大会・珠算
電卓競技大会・簿記コンクール等に
出場し，全国大会に出場する。

工業科・商業科とも全国大会へ，１
種目以上出場する。

ジャパンマイコンカーラリー２０１９全
国大会，全国高校生ロボット競技大
会に連続出場をしている。また，珠
算・電卓競技大会,簿記コンクール,情
報処理競技会に出場を果たした。

Ａ

②

工業科・商業科
に渡る知識と技術
を生かし，共同し
ながら特色ある教
育を展開する。

1
地域の特産品の「みまから」等を

教材とした実践的学習を確立する。
「みまから唐辛子栽培システム」を

改良する。

学校プール横の空きスペースで，コ
ンテナを活用したみまから唐辛子の
栽培を継続して行った。

Ａ

全校体制で国家資
格など，各種資格・検
定試験合格に全力を
あげて取り組むことを
目標に，次年度も努
力していく。

数々の大会に出場
し，結果を残せた年と
なった。来年度はさら
に専門教育の充実に
努めるとともに探究心
を深め，全国大会で
の上位進出を目指し
取り組んでいく。

工
業
・
商
業
教
育
の
推
進

各種競技
会 等 へ 積
極的に参加
し，国家資
格，検定試
験等に全力
を挙げて取
り組む。

スーパー
オ ン リ ー ワ
ン ハ イ ス
クール事業
等の成果を
生 か し ， グ
ローバル化
に対応した
つるぎ高校
ならではの
教育を推進
する。

①

３年間をとおし
て職業資格・検定
の取得を行うと共
に，各種競技会
へ参加する。

競技用ロボット，マ
イコンカーラリー・，珠
算･電卓競技会，簿
記コンクール，情報
処理競技会では，強
豪校揃いの四国大会
で結果を残し，全国
大会出場を果たして
いる。工業科商業科
ともに成果を上げて
おり，素晴らしいと思
う。県西部地域にお
ける専門教育の中核
となる本校生が，目
標に向かって，日々
一生懸命に取り組ん
だ成果であったと思
う。今後も引き続き，
地域と連携した特色
ある学校づくりを目指
してほしい。

　工業科商業科ともに資格・検
定の取得に意欲的に取り組んで
いる。また，専門分野における
技術等の向上が図られ，各種競
技会やコンテストにおいて全国
大会に出場するなど成果を上げ
た。
　工業科と商業科が協力して開
発・改良を重ねてきたみまから
栽培システムを使い、継続して
活動した。
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